

　九〇年に国の承認を受けた和歌山県の「燦・黒潮リゾート構想」が事実上破綻し、県当局が根本的に見直すことになりました。この構想は、バブル経済の波にのって民間主導の大規模開発計画を推進するために制定された「リゾート法」にもとづくもので、和歌山県は、六市一五町を特定地域に指定。県域の３割近い面積を対象にゴルフ場やマリーナ施設、リゾートホテルやマンション建設など、県下の豊かな自然を破壊するような大規模な開発をすすめてきました。ゴルフ場計画だけでも既設の四倍にもおよぶもので、


夏以降、産廃反対住民協議会を中心に取り組まれてきた「訴訟参加運動」は、県境を超えて岬町の住民の方にまで大きく運動の輪が広がり、六九三〇名におよぶ、産廃裁判では全国最大規模の訴訟参加団が結成。一〇月九日に和歌山地裁に正式に訴訟参加の申し入れをおこないました。それに先立って、六日には環境を守る住民集会が千名近い参加でおこなわれました。当日は、地域のこどもたちが壇上に立ち、思い思いに描いた絵を紹介し、住民協議会のスローガンとロゴマークも参加者の総意で決定されました。スローガンは「いのち育む空気と水。子孫に残そう、きれいなままで」です。

　業者は一〇月末に約七〇〇〇名の補助参加に対する異議申し立てをおこないました。これにより、私たちの補助参加を正式に認めるか否かは裁判所が判断することになりました。岡山県吉永町では、裁判から一〇ケ月後に住民の参加が認められましたが、大阪府河内長野市では住民の参加が却下されています。事態は予断を許しません。私たちは訴訟参加を正式に認めてもらうための一〇万人署名運動を

進めているところです。引き続きご支援ご協力をよろしくお願いします。この補助参加の可否が下されるまでは、住



こうした開発構想に対して県下各地で「乱開発やめよ」「豊かな自然を守れ」と住民運動が活発におこなわれました。こうした運動に加え、その後のバブル崩壊で、開発計画が相次いで頓挫。この構想で見込まれた投資額のうち、実施されたのはわずかに一八％にとどまり、県議会でも根本的な見直しを求める声があがっていました。今回の県の見直しは、国が総点検を通知したことを受けて県当局自身が重い腰をあげることになったものです。

　

民代表と弁護士が裁判の場で直接意見を述べることができます。次回一二月四日の第四回口頭弁論では、私たち自身の代表が法廷の場で意見陳述をおこないます。こうした裁判闘争に向けた学習会も、環境監視研究所の中地氏を招くなど、活発におこなっています。

　同時に、地域や私たち自身が出すゴミを見つめ直そうという取り組みも多様な形で行われています。地域の主婦層を中心に結成された「ダイオキシンから子どもを守る会」では、一〇月ニ七日に映画「ダイオキシンの夏」の上映会を開催、三〇〇名近い参加がありました。また、地域の方々を中心に「環境生態調査班」「歴史文化調査班」をつくり、地域を見つめ直す取り組みも進んでいます。和歌山大学では学園祭に「世界・日本・和歌山のゴミ事情」と題する展示企画を開催、三〇〇名近い参加をえたり、通称「産廃バンド」がライブを通じて産廃問題への協力を訴えるなど、

多種多様な活動を広げています。

　詳しくは住民協議会のホームページをどうぞ。

http://www3.justnet.ne.jp/~kurayair/
(河音琢郎和歌山大学経済学部助教授。産廃処理場をつくらせない和歌山大学の会代表世話人)
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　玉川峡(紀伊丹生川)のほとりには、高野山に通じる古道があります。クマタカやオオタカ、ニホンカモシカをはじめ貴重な動植物も生息しています。紀伊丹生川ダム建設を考える会は１０月２３日県庁を訪れ、県などが中心になってすすめている高野熊野世界遺産に、西の天野の古道と、東の玉川古道を合わせて世界遺産として登録してもらいたいと要望しました。








